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■ 本マニュアルに使われている表示の意味 ■

この表示の注意事項を守らないと、使用者が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、
物的障害の発生が考えられる内容を示しています。

警告！

注意！
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はじめに 

このたびは、ＥＵ－ＭＰＭ２をお買い求めいただきまことにありがとうございます。 

このマニュアルは、製品の仕様や取り扱い方法について、説明しております。このマニュアルをよくお読

みいただき、正しくご使用ください。 

 

ご使用になる前に、以下の製品があることをご確認ください。 

梱包内容 

内容 数量 

ＥＵ－ＭＰＭ２ 本体 1 

ＡＣアダプタ（５Ｖ） １ 

ＲＳ２３２Ｃケーブル 

９ピン メス－メス ストレート 
１ 

マニュアル（本書） 1 

 

ＥＵ－ＭＰＭ２（ＳＷ２０ｘ）変更内容 

Revision 内容 

ＳＷ２０１ 初版 

ＳＷ２０２ ・ＭＰＤＣ（ＩＳＤＮ－ＴＡ用）との通信機能を追加 

・リトライ回数の設定を追加 

・ＭＰＭ２間の通信効率の向上 

ＳＷ２０３ ・通信以外のパケットを読み捨てる機能を追加 

ＳＷ２０４ ・一定間隔でデータを送信し続けると、リトライエラーが発生する現象を修正 

  

注意 ＥＵ－ＭＰＭ２同士での通信は、ソフトウェアバージョンを同じにすることを推奨します。 

ＥＵ－ＭＰＤＣとの通信はＳＷ２０２以上を使用してください。 

 

 

改訂履歴 

Revision 日付 改訂内容 

１.0 2010.07.05 初版（付属ＡＣアダプタの変更により保温温度を８５から６５℃に変更） 

１.１ 2011.02.24 問合せ先メールアドレスを mail@suntech-jp.com に変更 

１.２ 2011.10.03 問合せ先メールアドレスを mail@suntech-corp.jp に変更 

ホームページアドレスを http://suntech-corp.jp/index.html に変更 
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１．概要 

ＥＵ－ＭＰＭ２は、ＵＳＢホストコントローラを搭載した通信アダプタです。 

ＦＯＭＡ端末用の通信プログラムが書き込まれていますので、すぐに通信できます。※１ 

ＡＴコマンドでＦＯＭＡ端末をコントロールするため、ＰＤＣ（ｍｏｖａ等）との置き換えが簡単にできます。※２ 

一般の通話と同じモード（６４Ｋデータ通信）を使用していますので、リアルタイムでの通信ができます。 

 

※１ ＥＵ－ＭＰＭ２またはＥＵ－ＭＰＤＣ（ＩＳＤＮ－ＴＡ用通信アダプタ）を対向で使用した場合。 

※２ 使用できるＡＴコマンドはＦＯＭＡ各機種の取扱説明書をご確認下さい。 

注意 ＥＵ－ＭＰＭ２同士での通信は、ソフトウェアバージョンを同じにすることを推奨します。 

ＥＵ－ＭＰＤＣとの通信はＳＷ２０２以上を使用してください。 

 

２．機能・特徴 

（１） ＦＯＭＡ端末を使って通信を行うプログラムが書き込まれていますので、すぐに通信を行うことができま

す。（ＵＳＢ１．１対応） 

（２） ６４Ｋデータ通信モードを利用していますので、１対１でリアルタイムな双方向通信が実現できます。 

（基地局、交換機などの関係で１秒程遅れることがあります） 

（３） ターミナルプログラムなどを使ってＰＣなどから送られてきたテキストデータは、通信先のシリアルポート

へそのまま送出され、相手先のターミナルプログラムなどで表示できます。 

（４） ＦＯＭＡ端末のＡＴコマンドを使用して、ＰＣなどのホスト機器から発信、着信ができます。 

（５） ＵＳＢコネクタから電源（＋５Ｖ 最大容量５００ｍＡ）が供給されています。 

充電用ケーブルや充電機能付き通信ケーブルを使用することにより、ＦＯＭＡ端末を充電することができ

ます。 

（６） パソコンを利用して、プログラムのバージョンアップができる機能を持っています。機能追加など弊社で

プログラムの変更をした場合、お客様自身でプログラムのバージョンアップが可能です。 

 

３．使用上の注意 

（１） 本製品はＦＯＭＡ端末専用です。（機種個別の仕様により正常動作しない機種があります） 

（２） 通信方式は６４Ｋデータ通信です。６４Ｋデータ通信をサポートしていない機種では動作しません 

（３） 携帯電話通信網を利用しますので、相手先の受信が１秒程遅れることがあります。また、電波の状況に

より正確な通信ができない場合があります。 

（４） 通信中は発呼側に通話料金が掛かります 

（パケット通信ではありません、データ量にかかわらず通話時間で課金されます） 

（５） 本製品への電源投入後、ＵＳＢの挿抜はなるべく行わないでください。特に通信中や発信・着信中のＵＳ

Ｂ挿抜は本製品・ＦＯＭＡ端末共に異常動作をする場合が有りますのでご注意ください。 

（６） バイナリーデータ対応です。シリアルから通信できるデータに制限はありません。１２６バイト以上のデー

タがバッファにたまった場合、またはデータとデータの間が２０ｍＳ以上空いた場合に送信されます。 

（７） 本製品はデータ再送の通信プロトコルを搭載していますが、データの伝送を保証するものではありませ

ん。装置などに組み込む場合は、確実にデータが伝送できるか評価を行ってください。 

（８） ＭＰＭ２からＦＯＭＡ端末の電源ＯＮ／ＯＦＦはできません。ＦＯＭＡ端末の制御に関しては、株式会社エ

ヌ・ティ・ティ・ドコモから公開されている「ＦＯＭＡサービスを利用するための技術参考資料」をご参照くだ

さい。 

（９） ＭＰＭ２へ供給する電源は、そのままＵＳＢにも供給されます。規格外の電圧を供給するとＭＰＭ２だけ

でなく、ＦＯＭＡ端末も故障する場合が有ります。十分下注意ください。 
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４．各部の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１  フロントパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２  リアパネル 

 

① Ｐｏｗｅｒ ＬED 

電源ＯＮを表示します。ＤＣジャックからＤＣ＋５Ｖが供給されている場合点灯します。 

② Ｅｒｒｏｒ LED 

ＦＯＭＡ端末をコントロールできない場合、また通信エラーで回線を切断した場合に点灯します。 

③ RESET スイッチ 

本製品をリセットする場合に押します。 

④ ＦＯＭＡ接続コネクタ 

ＦＯＭＡ端末を接続するコネクタです。 

ＦＯＭＡ－ＵＳＢ接続ケーブルなどを使用してＦＯＭＡ端末を接続します。 

⑤ EXT コネクタ 

外部機器からのリセット信号の入力や、外部機器へのＥｒｒor 信号出力をするコネクタです。 

外部機器と接続する場合は、モレックス ５２６４－０３ をご使用ください。 

⑥ ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

パソコンなどのホスト機器と接続し、通信先との間でデータの送受信をします。 

ＡＴコマンドによりＦＯＭＡ端末を制御します。 

パソコンと接続する場合は付属ケーブルまたは、ＤＳＵＢ９ピン メス－メス ストレートケーブルを使

用してください。 

⑦ ＤＣジャック 

電源を供給します。付属のＡＣアダプタまたは５Ｖ±５％で、２Ａ以上の電源を接続してください。 

※ 本製品には電源スイッチがありません。ご使用にならないときは電源の供給を止めてください。 

① Power LED 

② Error LED 

③ RESET スイッチ 
④ FOMA 接続コネクタ

⑤ EXT コネクタ

⑥ RS-232C コネクタ ⑦ DC ジャック

1 3 

1 5

96 
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５．コネクタ 

ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

番号 信号名 I/O 説明 

１ ＤＣＤ 
ＯＵＴ  

MPM2→制御端末 

ＯＮ ：相手側の端末と回線が、オンライン状態※３ 

ＯＦＦ：相手側の端末と回線が、オフライン状態※３ 

２ ＲｘＤ 
ＯＵＴ 

MPM2→制御端末 
ＲＳ-２３２Ｃ データ出力 

３ ＴｘＤ 
ＩＮ 

MPM2←制御端末 
ＲＳ-２３２Ｃ データ入力 

４ ＤＴＲ 
ＩＮ 

MPM2←制御端末 
ＯＮからＯＦＦ：相手側の端末との回線を、オフライン状態にする※３ 

５ ＧＮＤ － ＧＮＤ 

６ ＤＳＲ 
ＯＵＴ 

MPM2→制御端末 
常時ＯＮ※３ 

７ ＲＴＳ 
ＩＮ 

MPM2←制御端末 
未使用 （現在のソフトウェアバージョンでは使用していません）※４ 

８ ＣＴＳ 
ＯＵＴ 

MPM2→制御端末 

ＯＮ ：ＲＳ-２３２Ｃからのデータが受信可能な状態 

ＯＦＦ：ＲＳ-２３２Ｃからのデータを受信できない状態 

９ ＮＣ － 未接続 

※３ ＦＯＭＡ端末を出荷時の設定で使用した場合の動作です。これらの信号はＡＴコマンドの設定で動作が

変わる場合があります。詳しくは本マニュアルの「６．使用方法」および「ＦＯＭＡ端末のマニュアル」をご

覧ください。 

※４ 現在のバージョンでは、ＲＴＳ信号で相手端末からのデータ受信を止める事はできません。ＲＴＳ信号は

常時ＯＮとして扱われます。 

 

ＥＸＴコネクタ 

番号 信号名 I/O 説明 

１ Ｅｒｒｏｒ 
ＯＵＴ 

MPM2→制御端末 

エラーＬＥＤ点灯時（エラー発生時）にＨｉｇh レベルを出力します。 

内部に１ｋΩの保護抵抗を内蔵しています。 

外部回路を接続する場合、出力が２ｍＡを超えないようにしてくださ

い。 

本端子はＤＣ３．３ＶのＣＭＯＳレベルです。３．３Ｖ以外の信号と接

続する場合は、レベルシフト回路等が必要になります。 

本端子はＭＰＤＣのエラー信号とは論理が逆です。 

２ ＲＥＳＥＴ 
ＩＮ 

MPM2←制御端末 

Ｌｏｗレベルにする事で、本装置をリセットする事ができます。 

内部でＤＣ３．３Ｖに１０ｋΩでプルアップされています。 

本端子はＤＣ３．３ＶのＣＭＯＳレベル、またはオープンコレクタ回路

でドライブしてください。 

３ ＧＮＤ － ＧＮＤ 

外部機器と接続する場合は、モレックス社製 ５２６４－０３をご使用ください。 
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６．使用方法 

６-１．ＥＵ－ＭＰＭ２設定ユティリティ 

設定ユティリティを使用して、パソコン（ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ以上）からＭＰＭ２の制御端末間通信設定・エスケ

ープシーケンスの待ち時間・自動ＡＴＺコマンド送信・エラーメッセージ表示を設定する事ができます。 

また最新のファームウェアを書き込むこともできます。 

設定方法の詳細は「設定ユティリティマニュアル」をご覧ください。 

設定ユティリティは弊社ホームページ http://suntech-corp.jp/index.html 

からダウンロードしてお使いください。 

 

６-１-１．制御端末間通信設定 

ＭＰＭ２と制御端末間で可能なＲＳ２３２Ｃ設定 

項目 内容 

ビットレート 1200 / 2400 / 4800 / 9600 / 19200 / 38400 bps 

データ長 7 / 8 bit 

パリティ NONE / ODD / EVEN 

ストップビット 1 / 2 bit 

太文字の値は出荷時に設定される初期値 

 

６-１-２．エスケープシーケンスの待ち時間 

オンラインモードで通信中に＋＋＋コマンドで通信を切断する事なくオンラインコマンド状態にでき

ます。この時＋＋＋コマンドの前後に必要な空白時間を設定できます。 

空白時間の設定 

項目 内容 

待ち時間 80mS / 500mS / 1S 

太文字の値は出荷時に設定される初期値 

 

６-１-３．自動ＡＴＺコマンド送信 

ＭＰＭ２起動時や回線切断後など、ＦＯＭＡ端末を初期化すると、ＦＯＭＡ端末の設定が工場出荷

時の設定になってしまう機種があります。このような機種では本機能を使用する事で、ＦＯＭＡ端

末のメモリ内に記憶されたユーザ設定の状態を呼び出す事ができます。 

本コマンドを使用する場合は、ユーザ設定をＡＴ＆ＷコマンドでＦＯＭＡ端末に書き込んでおく必要

があります。 

自動ＡＴＺコマンドの設定 

項目 内容 

自動設定 有り / 無し 

太文字の値は出荷時に設定される初期値 
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６-１-４．エラーメッセージの表示 

ＭＰＭ２が動作中にエラーを検出した場合、シリアルポートから以下のテキストを出力してエラーの

発生を知らせます。このメッセージ出力の有無を設定します。 

メッセージは必ず先頭が＊＊＊＊＊（アスタリスク５文字）で始まります。 

エラーメッセージ出力の設定 

項目 内容 

エラーメッセージ出力 有り / 無し 

太文字の値は出荷時に設定される初期値 

エラーメッセージと内容 

番号 エラーメッセージテキスト 内容 

１ ***** USB device not found 

ＦＯＭＡ端末が検出できません。 

ＵＳＢコネクタの接続、携帯電話の状態を確認してく

ださい。 

２ ***** Device not supported 

ＵＳＢにフルスピードデバイスがつながっていませ

ん。 

ＦＯＭＡ以外のデバイスが接続されているか、携帯電

話の状態を確認してください。 

３ ***** FOMA config error 
ＦＯＭＡの初期設定ができませんでした。 

携帯電話の状態を確認してください。 

４ ***** Phone init error 

携帯電話に対し、通信モードの設定ができませんで

した。 

携帯電話の状態を確認してください。 

 

６-１-５．リトライ回数の設定 

ＭＰＭ２が動作中に通信エラーを検出した場合、再度データを送り直す回数を設定します。 

リトライの設定 

項目 内容 

リトライ回数 １回 / ２回 / ３回 / ４回 / 無し 

太文字の値は出荷時に設定される初期値 

 

６-２．ＦＯＭＡ端末の設定 

ＭＰＭ２とＦＯＭＡ端末をはじめて接続する場合、ＦＯＭＡ端末側の設定が必要になります。 

設定ができていない場合、ＭＰＭ２がＦＯＭＡ端末を制御できない事があります。 

 

６-２-１．ＵＳＢモード設定 

ＦＯＭＡ端末の設定メニューの「ＵＳＢモード設定」を「通信モード」に設定してください。 

機種によって、メニューの場所が異なります。詳細はご使用になるＦＯＭＡ端末のマニュアルをご

覧ください。 

 

６-２-２．ＡＴコマンドによるモデムモードの設定 

ＭＰＭ２は、ＦＯＭＡ端末のモデムモードが工場出荷時の設定になっている事を基本に設計されて

います。 

制御用の機器を設計される場合は、ＭＰＭ２にＦＯＭＡ端末を接続後ターミナルソフト等から 

ＡＴ＆F 

ＡＴ＆Ｗ 

と入力し、ＦＯＭＡ端末を工場出荷時の設定にしておく事をお勧めします。 
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６-２-３．使用できないモデムモード 

以下の設定をした場合、ＭＰＭ２からＦＯＭＡ端末を制御できなくなりますので設定しないでくださ

い。 

※一般的に工場出荷時の設定にした場合、以下の状態が設定されることはありません。 

 

６-２-３-１．ＡＴ＆Ｃ０ 

このコマンドはＤＣＤ（ＣＤ信号）を常時ＯＮにします。 

ＭＰＭ２はＤＣＤを監視する事で回線の接続・切断を検出しています。そのためＤＣＤを常時ＯＮに

すると、回線接続状態になってしまい、ＡＴコマンド制御ができなくなります。 

ＡＴ＆Ｃ１ 

ＤＣＤ（ＣＤ信号）は相手モデムのキャリアに応じて変化する。 

に設定してください。 

 

６-２-３-２．ＡＴ＆Ｄ１ 

このコマンドはＤＴＲ（ＥＲ信号）がＯＮからＯＦＦに変化するとＦＯＭＡ端末をオンラインコマンド状態

にします。 

ＭＰＭ２はオンラインコマンド状態への遷移を＋＋＋（エスケープコマンド）で検出しています。その

ためＤＴＲ信号の変化でオンラインコマンドに遷移するとＡＴコマンド制御ができなくなります。 

ＡＴ＆Ｄ０ 

ＤＴＲ（ＥＲ信号）の状態を無視する（常時ＯＮとみなす） 

ＡＴ＆Ｄ２（推奨） 

ＤＴＲ（ＥＲ信号）がＯＮからＯＦＦに変化するとＦＯＭＡ端末をオフラインコマンド状態にする。 

のどちらかに設定してください。 

 

６-２-３-３．制御コードを変更するＡＴコマンド 

ＡＴＳ２＝ｎ  エスケープキャラクタの設定（ｎの初期値は４３） 

ＡＴＳ３＝ｎ  キャリッジリターンキャラクタの設定（ｎの初期値は１３） 

ＡＴＳ４＝ｎ  ラインフィードキャラクタの設定（ｎの初期値は１０） 

ＡＴＳ５＝ｎ  バックスペースキャラクタの設定（ｎの初期値は８） 

これらのキャラクタは変更しないでください。 
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６-３．ＡＴコマンド 

ＦＯＭＡ端末を制御し発信・切断をするには、ＡＴコマンドを使用します。 

本装置は、ホスト機器（パソコン等）から送られてきたＡＴコマンドを、そのままＦＯＭＡ端末に送り、ＦＯＭＡ

端末からのレスポンスを、そのままホスト機器（パソコン等）に返します。 

以下に説明するＡＴコマンドは一般的なコマンドの例です。機種によって異なる場合があります。詳細に

つきましては、ご使用になるＦＯＭＡ端末のマニュアルをご参照ください。 

 

６-３-１．発信・切断に関する基本的なＡＴコマンド 

ＡＴＤ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

１６進数で０Ｄｈ ０Ａｈを送ります。 

ターミナルソフトでは‘Ｅｎｔｅｒ’キーを入力しま

す 

接続先電話番号 

接続先電話番号で指定した相手先に発信します。 

代表的なリザルトコード 

ＣＯＮＮＥＣＴ  相手先と接続した 

ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ  回線が切断された 

ＥＲＲＯＲ   コマンドエラー 

ＢＵＳＹ   話中 

ＤＥＬＡＴＤＥ  リダイヤル規制中 

（同一電話番号に連続して接続できなかった場合、法律の定め

により一定時間リダイヤルが規制されます） 

 

 

＋＋＋ 

通信状態からコマンドモード状態にします。（回線は切断されません） 

＋＋＋の前後 1 秒間はデータを送らないでください。前後１秒間にデータが送られた場合、＋＋＋

はコマンドではなくデータとして相手先に転送されます。 

※１秒は設定ユティリティを使用して、変更する事ができます。 

代表的なリザルトコード 

ＯＫ   通信状態からコマンドモード状態になった 

 

 

ＡＴＨ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

相手先との通信を切断します。 

代表的なリザルトコード 

ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ 回線が切断された 

一般的に通信中から回線を切断する手順 

（１秒以上の空白時間） 

＋＋＋    （ＦＯＭＡ端末へのコマンド） 

（１秒以上の空白時間） 

ＯＫ    （ＦＯＭＡ端末からのレスポンス） 

ＡＴＨ    （ＦＯＭＡ端末へのコマンド） 

ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ   （ＦＯＭＡ端末からのレスポンス） 
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ＡＴＳ０＝ｎ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

自動着信するまでの呼び出しの回数を設定します。 

代表的なリザルトコード 

ＯＫ 自動着信の回数が設定された 

ｎ＝０の場合、自動着信しません。この場合ＡＴＡコマンドで着信処理をしてください。 

ｎ＝１～２５５自動着信するまでの呼び出し回数を指定します。 

 

ＡＴＡ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

着信処理を行います。 

代表的なリザルトコード 

ＣＯＮＮＥＣＴ  相手先と接続した 

ＡＴＳ０＝０を設定した場合、このコマンドで着信処理をします。 

 

６-３-２．便利なＡＴコマンド 

以下のＡＴコマンドは機種によって仕様が異なる場合があります。ご利用になるＦＯＭＡ端末のマニ

ュアルをご確認の上ご使用ください。 

 

ＡＴ＊ＤＡＮＴＥ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

現在の電波の受信状況（アンテナの本数）を返します。 

 

ＡＴ＋ＣＮＵＭ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

自局電話番号を返します。 

 

ＡＴＯ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

通信中に＋＋＋コマンドでオンラインコマンドモード状態になっている端末を再度オンライン状態に

戻します。 

※このコマンドはＡＴＯ［ＣＲ／ＬＦ］と送り、ＡＴ＆ＷＯ［ＣＲ／ＬＦ］のように、他のコマンドと複合して

送らないでください。 

 

ＡＴＳ３０＝ｎ ［ＣＲ／ＬＦ］ 

無通信の状態がｎ分継続した場合回線を切断します。 
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６-４．通信 

 
６-４-１．パソコンを利用した接続例 

本製品をパソコンのＲＳ-２３２Ｃと接続し、双方向のテキスト通信をします。 

※ 接続先はＥＵ－ＭＰＭ２を使用し、パソコンのＲＳ-２３２Ｃと接続されている必要があります。 

接続先にＥＵ－ＭＰＤＣ（ＩＳＤＮ－ＴＡ用）を使用する場合はＥＵ－ＭＰＤＣのマニュアルを参照し

てください 

 

① 本製品とパソコンを付属のシリアルケーブル、またはメス－メスのＤｓｕｂ９ピンストレートケーブ

ルで接続します。 

② パソコンのターミナルプログラム（ハイパーターミナルなど）を起動します。 

③ ターミナルプログラムの設定を変更します。 

（以下はハイパーターミナルでの設定です） 

名前  ：任意 

接続方法  ：ＣＯＭｎ（シリアルケーブルを接続したポート） 

ポートの設定 ：９６００ｂｐｓ 

    ８ビットデータ 

    パリティー無し 

    １ストップビット 

    フロー制御ハードウェア 

④ ターミナルプログラムの接続を確認します。 

⑤ 本製品とＦＯＭＡ端末をＦＯＭＡ－ＵＳＢ接続ケーブルなどで接続してから本製品にＡＣアダプタ

を接続し、電源を入れます。 

⑥ 自動着信の設定 

着信側のＦＯＭＡ端末にＡＴＳ０＝１で呼び出し回数を設定しＡＴ＆W で設定を記憶させます。 

発信側 着信側 

 ATS0=１ 

OK 

AT&W 

OK 

※黒の文字は入力した文字、青の文字はＦＯＭＡ端末が返した文字 

 

⑦ 発信と着信 

ATDxxxxxxxxxxx  通信先電話番号を入力し、‘Ｅｎｔｅｒ’キーを押します。 

相手先へ接続され、通信できる状態になると FOMA 端末から CONNECT 9600 が返ります。 

発信側 着信側 

ATDxxxxxxxxxxx 

 

 

CONNECT 9600 

 

RING 

 

CONNECT 9600 

※黒の文字は入力した文字、青の文字はＦＯＭＡ端末が返した文字 

 

⑧ ターミナルプログラムからテキストデータを入力すると、相手先のターミナルプログラムにその

まま送信されます。（発信側、着信側とも同様に操作可能です。） 

発信側 着信側 

0123456789    ←（実際は表示されない） 

abcdefghijk 

0123456789 

abcdefghijk    ←（実際は表示されない） 

※黒の文字は入力した文字、青の文字はＦＯＭＡ端末が返した文字 

  緑の文字は入力しても実際は表示されない文字 
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⑨ ＡＴコマンドを使用して切断します。 

発信側 着信側 

+++    ←（前後１秒以上空ける） 

OK 

Ath 

NO CARRIER 

 

 

 

NO CARRIER 

※黒の文字は入力した文字、青の文字はＦＯＭＡ端末が返した文字 

  緑の文字は入力しても実際は表示されない文字 
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６-４-２．装置に組み込んでの接続例（発信側） 

ＭＰＭ２を装置に組み込んで、双方向のテキスト通信をする例を紹介します。 

接続先の装置もＭＰＭ２を組み込んでいる必要があります。またＭＰＭ２の設定は出荷時の設定に

なっている事を前提に説明します。 

※ 接続先にＥＵ－ＭＰＤＣ（ＩＳＤＮ－ＴＡ用）を使用する場合はＥＵ－ＭＰＤＣのマニュアルを参照し

てください 

 

① ＭＰＭ２と装置間の通信設定は製品仕様を参照してください。 

② 電源投入後 

制御信号ＤＳＲとＣＴＳがＯＮになるまで待ちます。制御信号がＯＮするまで数秒かかります。 

③ ＤＴＲ信号をＯＮします。 

④ ＡＴコマンドにより、通信相手へ発呼します。 

ＣＴＳ信号がＯＮしている事を確認し 

ATDxxxxxxxxxxx[CR/LF] 

を送ります。 

⑤ 相手先へ接続され、通信できる状態になるとＭＰＭ２から以下のテキストが送られて来ます。 

CONNECT ９６００ 

同時にＤＣＤ信号もＯＮになります。 

通信状況によっては、相手先との接続に１０秒程度かかります。 

⑥ 相手先との接続確認後テキストデータをＭＰＭ２に送ると、相手先にそのまま送信されます。

（発信側、着信側とも同様に操作可能です。） 

データは１１４バイト以上バッファに蓄積された場合、２０ｍＳ以上データの受信がなかった場

合に相手側に送られます。 

⑦ 通信を切断します。（その１） 

１秒以上データ送信を停止します 

+++ 

を送り１秒以上データ送信を停止します。（ＣＲ／ＬＦは付加しないでください） 

OK 

が戻る事を確認します。必要に応じて１～３秒程度のレスポンス監視を入れます 

ATH[CR/LF] 

を送り回線を切断します。 

通信の切断は発信側・着信側のどちらでも可能です。相手側が切断処理をした場合は、 

通信状態から⑨の状態になります。 

⑧ 通信を切断します。（その２） 

ＤＴＲ信号をＯＦＦします。 

回線を切断します。 

通信の切断は発信側・着信側のどちらでも可能です。相手側が切断処理をした場合は、 

通信状態から⑨の状態になります。 

⑨ 切断が完了するとＭＰＭ２から以下のテキストが送られてきます。 

NO CARRIER 

同時にＤＣＤ信号もＯＦＦになります。 
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６-４-３．装置に組み込んでの接続例（着信側） 

ＭＰＭ２を装置に組み込んで、双方向のテキスト通信をする例を紹介します。 

接続先の装置もＭＰＭ２を組み込んでいる必要があります。またＭＰＭ２の設定は出荷時の設定に

なっている事を前提に説明します。 

※ 接続先にＥＵ－ＭＰＤＣ（ＩＳＤＮ－ＴＡ用）を使用する場合はＥＵ－ＭＰＤＣのマニュアルを参照し

てください 

 

① ＭＰＭ２と装置間の通信設定は製品仕様を参照してください。 

② 電源投入後 

制御信号ＤＳＲとＣＴＳがＯＮになるまで待ちます。制御信号がＯＮするまで数秒かかります。 

③ ＤＴＲ信号をＯＮします。 

④ 相手先から着信があり、通信できる状態になると本製品から以下のテキストが送られて来ま

す。 

RING   （送られてこない場合もあります） 

CONNECT ９６００ 

同時にＤＣＤ信号もＯＮになります。 

通信状況によっては、相手先との接続に１０秒程度かかります。 

⑤ 相手先との接続確認後テキストデータをＭＰＭ２に送ると、相手先装置にそのまま送信されま

す。（発信側、着信側とも同様に操作可能です。） 

データは１１４バイト以上バッファに蓄積された場合、２０ｍＳ以上データの受信がなかった場

合に相手側に送られます。 

⑥ 通信を切断します。（その１） 

１秒以上データ送信を停止します 

+++ 

を送り１秒以上データ送信を停止します。（ＣＲ／ＬＦは付加しないでください） 

OK 

が戻る事を確認します。必要に応じて１～３秒程度のレスポンス監視を入れます 

ATH[CR/LF] 

を送り回線を切断します。 

通信の切断は発信側・着信側のどちらでも可能です。相手側が切断処理をした場合は、 

通信状態から⑧の状態になります。 

⑦ 通信を切断します。（その２） 

ＤＴＲ信号をＯＦＦします。 

回線を切断します。 

通信の切断は発信側・着信側のどちらでも可能です。相手側が切断処理をした場合は、 

通信状態から⑧の状態になります。 

⑧ 切断が完了するとＭＰＭ２から以下のテキストが送られてきます。 

NO CARRIER 

同時にＤＣＤ信号もＯＦＦになります。 

 

６-４-４．大量のデータを扱う場合の注意事項 

ＥＵ－ＭＰＤＣとＥＵ－ＭＰＭ２は通信データを再送する機能を実装しているため、ほとんどの場合

無線区間でのデータエラーは発生しません。しかしＲＳ－２３２Ｃの伝送エラーは対応できません。 

信頼性が求められる機器に搭載する場合は、お客様の開発した専用のプログラムや装置などでデ

ータのチェックを行ってください。 

簡単なプロトコルの例を EU-MPM1B アプリケーションノートＡＰＮ-01（EB-1064-09-02）で紹介して

います。 

弊社ホームページ  http://suntech-corp.jp/index.html 

よりダウンロードしてご覧ください。 
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６-５．エラー 

ＭＰＭ２はＥＸＴコネクタにＥｒｒor 信号出力を備えています。この信号はＭＰＭ２がエラーを検出した時にＨ

ｉｇｈレベルの信号を出力します。エラーは大きく２種類に分けられます。 

 

６-５-１．ＭＰＭ２からＦＯＭＡの制御ができない場合 

このエラーはＵＳＢの接続不良や、ＦＯＭＡ端末の電源断など、自動復旧が難しいエラーです。 

ＭＰＭ２のエラーメッセージ表示機能を有りに設定している場合、シリアルに原因が出力されます。

（６－１－４．エラーメッセージの表示参照） 

エラーの原因が無くなる事で、自動的に復旧します。 

 

６-５-２．通信プロトコルでエラーが発生した場合 

このエラーは通信相手とプロトコルが整合しない、データの再送をしても正常なレスポンスを受信

できない場合に発生します。一般的には数秒で正常に復旧します。 

エラーメッセージは出力されません。 

 

６-５-３．エラーが発生した場合の対処 

エラー発生後数秒待っても復旧しない場合、ＦＯＭＡ端末やＵＳＢの確認をしてください。 

症状によっては、一度ＵＳＢコネクタを抜いたり、ＦＯＭＡ端末の電源を再投入しないと復旧しない場

合もあります。また、ＭＰＭ２のリセットはＵＳＢ電源をＯＦＦします。無人システムなどではエラー発

生時に、リセット端子を５秒程度Ｌｏｗに固定してから再起動する事で、ＵＳＢコネクタを抜いた場合

と同様の効果が得られる場合があります。 

※ＭＰＭ２はＦＯＭＡ端末の電源をＯＮ／ＯＦＦする事はできません。 

 

６-６．無人システムに搭載する場合の注意 

ＭＰＭ２は一般民生機器として開発されています。無人システムや監視装置など信頼性が要求されるシ

ステムに使用される場合、落雷などによる大きなノイズやサージ、強電界、瞬時停電などによる誤動作を

考慮し、十分な評価をしてください。 

ＦＯＭＡ端末は公衆回線網を使用しています。災害や事故などで回線が使用できない場合、話中や間違

い電話の着信等で通信できない場合を考慮したシステム設計をしてください。 

 

６-６-１．長期間通電状態で使用する場合 

長期間通電状態で使用する場合、ＭＰＭ２やＦＯＭＡ端末が正常に動作しているか、定期的に確認

する事を推奨します。 

動作確認の例（１） 

ホストシステムから、定期的に無人システムを呼び出し動作状態を確認する。 

動作確認の例（２） 

ＭＰＭ２を制御しているシステムから、受信状態を確認するＡＴコマンド（ＡＴ＊ＤＡＮＴＥ）等を送

りＭＰＭ２とＦＯＭＡの状態を確認する。また状況によってはリセットを併用する事で長期間動作

の信頼性を向上させることができます。 

 

６-６-２．ＦＯＭＡ端末を充電しながら使用する場合 

ＦＯＭＡ端末のマニュアルに記載されている注意事項を確認の上ご使用ください。 

過充電等による電池の発熱や火災が心配される場合は、温度センサーや温度ヒューズ等で装置の

電源を遮断する事を推奨します。 
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７．製品仕様 

項目 内容 

ＬＥＤ Ｐｏｗｅｒ ＬＥＤ（緑）   １個 

Ｅｒｒｏｒ ＬＥＤ（赤）   １個 

電源電圧 ＤＣ ５Ｖ±５％ または 付属ＡＣアダプタ 

消費電流 約１５０ｍＡ ＭＡＸ（ＦＯＭＡ充電電流を除く） 

動作温度範囲 本体：  －１０～６０℃（ただし結露無きこと） 

付属ＡＣアダプタ： ０～４０℃ （ただし結露無きこと） 

保存温度範囲 本体：  －２０～６０℃（ただし結露無きこと） 

付属ＡＣアダプタ： －２０～６５℃ （ただし結露無きこと） 

外形寸法 １００×８０×２３ｍｍ （Ｗ×Ｄ×Ｈ 突起物を除く） 

ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

（制御端末と MPM2 間） 

ＲＳ-２３２Ｃ規格 

 １２００／２４００／４８００／９６００／１９２００／３８４００ｂｐｓ 

 ７／８ビットデータ 

 １／２ストップビット 

 パリティー ＮＯＮＥ／ＯＤＤ／ＥＶＥＮ 

 ＣＴＳによるフロー制御（ＲＴＳ信号は常時ＯＮの扱い） 

ＰＣ間はＤ－ＳＵＢ９ピン メス－メス ストレートケーブルで接続 

ＥＸＴコネクタ Ｅｒｒｏｒ出力：  ＤＣ３．３Ｖ（ＣＭＯＳレベル信号） ２ｍＡ ＭＡＸ 

Ｒｅｓｅｔ入力： ＤＣ３．３Ｖ（ＣＭＯＳレベル信号） 

通信端末 ＮＴＴ ｄｏｃｏｍｏ社 ＦＯＭＡ端末専用 

通信相手側機器 ：ＭＰＭ２を接続したＦＯＭＡ端末 

データ転送方式 ＵＳＢ  ：バルク転送 （ＵＳＢ１．１準拠） 

ＦＯＭＡ端末 ：６４Ｋデータ通信モード 

ＵＳＢバスパワー電源 ＋５Ｖ ５００ｍＡ 

充電ケーブルなどによりＦＯＭＡ端末への充電が可能。 
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警告！

８．保証・免責 

８-１．保証 

製品ご購入から１年(使用条件による)､初期不良以外の保証は有償となります。 

製品販売終了から一定の期間を過ぎますと、部品メーカーの販売状態などにより修理できなくなる事が

あります。 

８-２．免責 

以下の事柄について弊社はいかなる責任も負いません。 

・本製品によるデータの破損、消滅等の損失。 

・本製品によりもたらされるべき、効果及び利益の損失。 

・本製品によるその他いかなる損失、障害、事故、異常等。 

・本製品の改造等により発生した事柄。 

 

９．注意 

 

・人命にかかわるシステムには使用出来ません。 

 

・本マニュアルについて無断で複写、引用、配布することはお断りいたします。 

・本装置の仕様及び本マニュアルは、予告無く変更する事があります。最新の資料は、弊社ホームペー

ジよりダウンロードできます。 

 

１０．サポート 

製品ならびに本マニュアルの内容について、ご不明な点がございましたらお問い合わせください。 

有限会社 サンテック 

e-mail  mail@suntech-corp.jp 

URL   http://suntech-corp.jp/index.html 

 

 

 

本文に引用される商品名および製品名はすべてその個々の会社または個人に所有権および著作権があります。 

 

マニュアル改訂履歴 
 ２０１０／０７／０５ Ｒｅｖ．１．０ 
 ２０１１／０２／２４ Ｒｅｖ．１．1 問合せ先メールアドレスを mail@suntech-jp.com に変更 
 ２０１１／１０／０３ Ｒｅｖ．１．２ 問合せ先メールアドレスを mail@suntech-corp.jp に変更 
    ホームページアドレスを http://suntech-corp.jp/index.html に変更 
 
  

 

  

有限会社 サンテック 
〒３９９－０７１２ 長野県塩尻市塩尻町４３４ 
ｅ－ｍａｉｌ mail@suntech-corp.jp 

ＵＲＬ  http://suntech-corp.jp/index.html 


